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History of social security concept in France

































































にとらえるものである（J．Donzelot 1996：49 － 50）．
　例えば社会問題は，フランスで 19 世紀末では，「社会
















示した，“La solidarité Histoire d’une idée”（M．C． 
Blais 2007）において，「連帯の概念史」を示したが，そ












































































































































た．そして 1793 年憲法第 21 条では，就労機会の保障
と公的扶助が国家の「神聖な債務（dette  sacrée）」と






























































て 19 世紀末から 20 世紀初頭において，急進共和派に近
い思想家・実践家（その代表者は「社会学」を体系化し
た Emile Durkheim，「連帯主義」を唱える急進共和派



































次に，1946 年５月 22 日「社会保障の一般化」の法律
（Loi）が制定されたことによってもたらされた．その L’










る Léon Bourgeois も指摘したリスク対応であった．
　そして次の局面は，「連帯」からの視線変更である．
それを P．Rosanvallon は，「連帯への新たなる道」と







の危機であった（Bhalla & Lapeyre 2004 ＝ 2005：３）． 





することを指摘した（Bhalla & Lapeyre 2004 ＝ 2005：
３）．





















































































Lapeyre 2004 ＝ 2005：６）．フランスの共和主義的
な思想によれば「社会的排除」は，「社会的な資格
































































それは，例えば R． Castel の指摘する「主流社会から
隔てられた特定の社会空間または人間集団を指し示すの
には適しているのかもしれないが，剥脱の過程を表現


































科学，哲学，歴史，文化」（Daval， R.1953 ＝ 1954：５－
7, 今村 1993：11）であるような広がりはない．
　また，本稿では，M．C．Claude Blais （2007），Bhalla 
& Lapeyre（2004），田中拓道（2005）を底本にして概念
史を構想した．






























る（P．Rosanvallon 1980 ＝ 2006）．本稿では，社会をキー
ワードにして概念史を再構成する．
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